























ところで，理科の学習指導要領解説 1-3）には，内容を4つの柱， 「エネルギー」 「粒子」




















校学 粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性 粒子の持つ
種年 エネルギー
第3 ’ i 物と重さ
1風やゴムの働き I ・形と重さ






学 第 I’物E のE 溶E けE方－－－園、、 物の溶け方
校 5 1・溶解度（限度量） : －溶解度（限度量）
学 1・溶ける量の変化 I ・溶ける量の変化
I ・重さの保存 I ・重さの保存





















校学 粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性 粒子の持つ
種年 エネルギー
物質のすがた 状態変化
第 ・身の回りの物質とその性質 水溶液 ・状態変化と熱〔粒子運動）
1 （無機物、有機物、プラスチツヴ） ・物質の溶解 ・体積変化と質量の比較
学 ・気体の発生と性質 （均一性と透明性） ・物質の融点、沸点
年 f五i;Ji五ーーーー－－. ・溶解度と再結品 「五i;Ji五ーーーー－~.




中 2 l.原子・分子 ・化学変化と熱（発熱、吸熱反応）








































































































































































































問1. あなたの性別を教えて下さい。 ア男（14) イ 女（15)
問2. この「ハロー君」を作り、実験を行なう授業は楽しかったですか？最も良くあてはま
るものを一つだけ選んで下さい。
ア とても楽しかった。 (24) 
イ 楽しかった。 ( 5) 
ウ 少しだけ楽しかった。 ( 0) 
コ二 あまり楽しくなかった。 ( 0) 
オ まったく楽しくなかった。 ( 0) 
問3. 作った「ハロー君」を使って、 「ハロー君」はふくらみましたか？一つだけ選んで
下さい。
ア 顔がわかるぐらい、しっかりふくらんだ。 (20) 
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イ ふくらみが少なかったけど、顔はわかるぐらいふくらんだ。 ( 3) 
ウ ほんの少しだけふくらんだ。顔はよくみえなかった。 ( 6) 
エ まったくふくらまなかった。 ( O) 
間4. 「ハロー君」を作って、実験をするときにむずかしかったところは、どこですか？
当てはまるところ、すべてにOをつけて下さい。
ア空き缶にくぎで穴をあけるところ。 ( 1) 
イ 二つの空き缶を合わせて、テープでつなぐところ。 ( 9) 
ウ 空き缶の頭に「ハロー君」の顔の手袋をかぶせるところ。 (10) 









エ缶の中に水があって、その水があたためられて水蒸気になったから。 ( 0) 
























ぐところ」を挙げた児童が 9名， 「ワ 空き缶の頭に「ハロー君」の顔の手袋をかぶせる
ところ」を挙げた児童が 10名， 「エ 「ハロー君」をあたためて、ふくらませるところ」












上のほうに行ったから」と回答した児童が 4名， 「イ 缶の中の空気があたためられて、
大きくなったから」と回答した児童が 25名であったo このことから，多くの児童が空気の
温度変化に伴う体積変化の現象を正しく理解していることがわかる。自由記述にも， 「わ
かりやすかった」という記述が多く見られた。このことは， 『ハロー君』が単に楽しいだ
けの教材に留まらず，子どもの学習意欲を喚起するとともに理解面においても高い効果を
示していると言える。
5 まとめと今後の活用
空気の温度変化に伴う体積変化をダイナミックに表す教材として， 『ハロー君』が高い
効果を示す教材であることが授業実践の結果，明らかになったo このハロー君は，本単元
の官頭での利用も想定されるが，むしろ単元の最後で活用することで児童の学習面での理
解により高い効果を発揮すると考えられる。また，ハロー君はクランプで固定すれば，告
を真横あるいは顔の部分を少し下向きにセットして加熱することもできる。このことで，
「缶を温めて，中の空気も温められ，その温かくなった空気が上に行ったから手袋がふく
らんだのではないか。 Jと考える児童への反証となる実験を行うことができる。さらに，
中学校においては，大気圧を実感する実験教材としても応用が可能である。 2つの缶を繋
いだ後，手袋をかぶせる代わりに缶の中に少量の水を入れ，缶を加熱して缶の中を水蒸気
で満たし，穴をビニールテープで塞ぎ直ちに水道水で缶を冷却する。すると，水蒸気が一
気に液体の水となり大気圧に耐えられなくなり缶が大きな音を立ててへこむ現象が確認で
きる。 『ハロー君』は，このように2つの空き缶を繋げただけの教材であるが，簡単な作
りであるがゆえに子どもたちでも作製が可能であり，教材としての高い有用性を有してい
る。
－175－
参考文献
1）小学校学習指導要領解説理科編，文部科学省，大日本図書（2008).
2) 中学校学習指導要領解説理科編，文部科学省，大日本図書（2008).
3）高学校学習指導要領解説理科編，文部科学省，実教出版（2009).
4）新版たのしい理科 4年，有馬朗人他，大日本図書（2014年検定済）．
